
設
事
業
、
農
業
基
盤
整
備
事
業
、
農
-
目
標
に
順
次
、
市
民
税
(
所
得
割
)
の
野
実
マ
総
務
課
事
務
尊
門
員
兼
行
政
係

業
構
造
改
善
事
業
、
地
籍
調
査
費
な
士
税
率
の
引
下
げ
を
行
な
い
、
本
年
度
を
長
(
総
務
課
符
政
係
長
)
増
本
常
男
マ

誠

一

ど
農
林
水
産
関
係
あ
わ
せ
て
七
千
六
一
も
っ
て
、
標
準
税
率
ま
で
引
下
げ
を
行
税
務
課
事
務
専
門
員
兼
庶
務
係
長
〈
税

十

八

万

七

千

円

一

な

う

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

務

課

庶

務

係

長

)

制

限

井

要

介

マ

市

民

課

〔
商
工
観
光
費
関
係
〕
遊
覧
船
態
造
費
一
ま
た
木
材
引
取
税
に
つ
い
て
も
本
年
一
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
後
任
に
、
一
事
務
専
門
員
兼
一
戸
籍
係
長
(
大
川
連
絡

百
七
十
万
円
一
度
か
ら
玄
引
下
げ
て
標
準
税
率
の
一
吉
田
太
郎
氏
(
大
洲
)
七
十
五
歳
、
谷
一
所
長
)
入
野
数
雄
マ
福
祉
事
務
所
事
務
-

〔
来
費
関
係
〕
霊
安
全
霊
整
備
一
男
の
こ
と
な
り
ま
し
セ
一
岡
薫
秋
氏
(
警
)
平
五
歳
、
菌
一
専
門
員
霊
護
係
長
(
三
善
連
絡
所
長
一
出
か
せ
ぎ
者
の
利
益
と
留
守
一
家
族
の

重
、
山
村
振
興
事
業
大
震
新
設
一
一
修
一
一
郎
氏
(
富
二
、
.
五
歳
の
選
任
一
)
著
書
マ
商
工
観
光
課
事
務
専
門
一
援
護
を
め
ざ
し
て
「
大
洲
南
京
芸

公
営
住
宅
震
設
事
業
、
市
道
改
良
事
一
清
掃
手
数
料
廃
止
一
に
間
意
、
言
一
豆
町
発
令
さ
れ
ま
す
兼
観
光
係
長
(
商
工
観
光
課
観
光
係
者
協
同
会
話
、
三
旦
二
十
日
、
発
足

業
費
な
ど
一
億
二
壬
百
十
互
一
手
一
定
設
中
の
、
ご
み
処
理
現
政
三
十

τた
。

一

長

)

辻

川

和

人

マ

連

設

課

技

術

専

門

員

一

L
P去

自

立

円

一

ト

ン

炉

)

の

完

成

と

共

に

、

特

別

清

掃

一

葉

失

対

係

長

(

態

設

課

失

対

日

係

長

)

浅

一

市

に

は

、

現

在

約

一

三

百

四

T
八
の
出

向

問

〔

消

防

費

関

係

〕

消

防

ポ

ン

プ

購

入

費

百

の

英

を

号

、

清

掃

霊

を

す

一

固

定

資

産

評

価

審

査

す

マ

霊

課

技

術

室

内

裏

土

木

第

一

か

せ

ざ

者

が

あ

り

、

ほ

え

ど

が

京

阪

防
火
水
を
フ
等
設
置
工
事
費
な
皇
一
す
め
て
い
く
こ
と
足
り
ま
し
た
。
一
委
員
会
委
員
一
一
係
長
(
建
設
課
土
木
第
房
長
)
石
石
、
書
屋
方
面
に
、
出
か
せ
ざ
に
出

亘
ハ
十
五
円
一
ま
た
、
徴
収
を
し
て
お
り
ま
し
た
清
一
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
石
室
一
回
正
雄
マ
建
設
課
事
務
需
票
管
理
一
て
い
ま
す
が
、
職
場
で
の
健
康
管
理
、

市

川

一

〔

教

育

費

関

係

〕

北

星

雲

築

事

業

一

掃

霊

堂

、

四

月

よ

り

廃

止

し

ま

し

一

春

氏

(

五

郎

)

七

十

五

歳

を

再

任

す

る

一

第

一

一

霊

(

信

祉

事

務

所

援

護

係

長

)

一

事

故

時

の

補

償

、

留

守

家

族

の

心

配

と

お

費

、

久

米

小

学

校

水

泳

プ

1
集
設
す
。

τと
に
同
意
、
三
月
一
平
九
日
発
令
さ
官
室
マ
産
業
第
一
課
事
務
需
員
一
い
ろ
い
ろ
な
軍
事
い
と
乙
ろ
か
ら

事
業
費
な
ど
一
億
一
千
八
十
九
万
六
一
(
但
し
、
百
十
五
ト
ン
以
上
の
大
一
れ
ま
し
た
。
京
農
政
係
長
(
喪
課
長
)
菊
池
務
マ
一
乙
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
農
業
委
員
会

千

円

一

口

の

場

合

、

条

例

に

従

っ

て

手

数

一

言

審

議

長

(

総

務

部

)

中

野

光

一

日

出

か

せ

ざ

相

談

窓

口

」

を

、

喜

一

応

〔

災

害

復

旧

費

関

係

〕

過

年

度

会

主

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

-

-

l

i

-

-

一
恭
マ
総
務
課
文
書
係
長
(
教
育
委
員
会
一
す
る
と
と
も
に
、
京
、
選
定
す
る
優

一

一

一

二

一

三

五

木

施

設

災

害

復

旧

費

吉

一

千

五

百

一

E
t
c

ド
・
喜
重
)
正
月
健
一
マ
税
務
課
徴
収
良
企
業
台
帳
毒
え
つ
け
る
な
ど
、
積

一

一

一

一

一

一

一

一

辺

万

八

千

円

一

・

生

活

環

境

係

を

新

設

係

長

(

富

市

宣

言

一

一

層

、

出

か

せ

ぎ

対

策

に

と

り

る

一

一

三

冠

具

体

的

施

策

Eて
、

四

十

六

霊

〔

労

働

費

関

係

〕

失

業

対

策

事

業

な

ど

一

1

1

J

E

一
マ
市
民
課
市
民
係
長
〈
市
民
課
)
鶴
岡
一
乙
と
に
り
ま
し
た
。

一

一

一

一

一

一

一

一

呪

に

お

き

ま

し

て

は

、

県

営

農

地

開

発

事

一

宇

亘

ハ

士

一

一

万

一

言

一

市

職

員

の

異

動

発

令

一

妻

子

マ

保

険

衛

生

課

保

険

襲

係

長

(

一

出

か

せ

ぎ

者

対

策

と

し

て

一

一

三

一

一

一

広

業

に

次

ぐ

国

営

総

合

農

地

関

白

妻

、

中

ト

企

業

振

興

資

金

一

一

保

険

衛

生

諌

)

秦

雲

寺

霊

竺

て

、

出

か

せ

き

、

グ

ル

ー

プ

喜

乙

一

報

一

aE4一三
臨

時

軒

目

印

与

一

の

宮

限

度

額

を

引

一

軒

百

五

の

j
問

時

諮

問

問

配

給

一

す

内

特

設

註

豆

一

一

寸

一

時

諸

問

(

著

者

符

一
二
三
一
在
一

1
4一台
刊

誌

は

話

j
純

一

ド

ド

限

度

額

ご

ま

三

日

朝

時

十

日

品

開

錦

町

駐

日

韓

諒

一

世

話

話

器

開

)

(

一

耕

一

一

一

一

一

日

間

接

げ

れ

た

め

本

一
三
一
三
一

V
A
E
F一

6
般

化

、

観

光

施

設

の

整

備

と

広

域

観

光

一

の

手

万

円

を

百

万

巨

引

上

げ

、

許

の

増

大

に

伴

う

消

防

署

長

の

尊

任

制

一

マ

産

業

第

一

課

長

補

佐

(

喜

一

課

一

第

一

課

)

桐

雲

寺

号

室

一

人

に

"

広

報

お

お

Z年
四
回
送

一
一
一
一
三
晶

F、
，

一

J
1ト
の

確

立

を

図

る

一

方

、

工

場

一

高

層

、

二

十

か

月

以

内

宮

一

平

↓

毒

害

し

て

、

企

画

書

生

活

環

一

技

術

音

量

発

空

軍

露

一

第

一

係

長

語

審

理

係

長

}

山

本

一

付

す

る

。

一一一一一一一一一

d
z
'九
一

|
|
l

団

地

造

成

主

軸

と

し

守

、

公

害

の

一

四

か

月

以

内

(

設

備

資

金

の

場

合

は

=

よ

境

担

当

(

次

長

)

を

そ

れ

ぞ

れ

新

設

、

一

善

言

語

設

課

長

補

佐

(

霊

竺

一

番

マ

警

重

審

理

係

長

{

総

務

一

四

前

理

事

事

に

よ

る

重

富

を

一

一

三

三

一

白

例

回

一

市

政

方

針

概

要

一

な

い

優

秀

企

業

の

誘

致

地

場

産

業

の

一

芸

員

以

内

)

に

、

ま

た

返

還

期

間

ま

た

昇

格

、

新

採

用

の

発

電

同

時

に

一

課

長

補

佐

)

藤

本

恒

明

マ

産

業

第

五

一

課

文

書

係

長

)

山

妻

和

マ

奇

富

一

年

一

面

程

度

実

施

す

る

。

一
一
一
三
一
一
一

5
2句
一

一

震

に

よ

っ

て

吾

一

体

と

な

っ

一

も

一

言

月

以

内

)

著

書

去

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

一

長

補

佐

兼

農

業

主

一

係

長

(

亘

書

線

係

長

(

奇

病

院

放

射

喜

一

な

お

、

各

地

区

に

基

調

書

談

員

一
三
一
一
年
一
一
一
位
一
。
一
語
、
地
万
震
の
躍
を
最
大
限
一
た
経
済
開
発
を
進
め

J
〈
考

-Z人
ホ
1
ム
、
精
神
薄
弱
者
更
正
霊
の
一
円
、
そ
の
他
三
重
ハ
実
百
七
十
七
三
一
貫
据
重
一
一
十
四
か
月
以
内
)
一
異
動
の
お
も
な
も
の
は
、
次
の
と
お
一
第
一
課
長
補
佐
兼
農
業
土
木
雪
中
一
査
)
詰
章
実
例
震
検
査
係
長
(
一
書
し
、
困
っ
て
い
る
人
の
相
談
に

圭
ψ
一v

，d
F一

伝
か
す
と
阿
君
、
警
官
一
り
ま
す
。
一
連
設
、
住
宅
の
皇
霊
の
充
実
一
一
千
円
さ
っ
て
苦
手
。
一
長
く
し
、
商
工
業
の
震
発
展
在
宅
す
。
一
雲
一
一
マ
商
工
観
議
長
補
佐
、
露
大
洲
病
院
警
係
主
査
)
長
田
靖
彬
マ
一
重
っ
て
い
季
か
ら
、
遠
慮
な
ぐ
と

哩
月
孟
F
同
J

一
補
う
乙
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
期
、
そ
一
生
活
環
境
の
整
備
一
高
り
ま
す
。
一
霊
事
業
の
お
も
な
も
の
は
次
官
一
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
こ
内
は
埋
一
奇
臥
理
業
務
係
長
(
商
工
観
光
課
一
大
川
連
絡
所
長
(
霊
第
一
課
)
喜
一
号
だ
さ
い
。

一

-
d
R一

の

中

に

あ

る

震

よ

り

一

満

足

さ

一

も

の

と

し

て

、

露

の

整

一

教

育

施

設

整

備

一

お

り

で

す

。

一

市

民

税

が

減

税

に

な

一

議

課

長

(

保

種

差

)

岡

一

商

工

震

)

藤

E語

学

園

長

一

号

言

語

雲

F

税
務
課
態
一
相
談
員
撲
の
と
お
り
で
す
。

一

一

一

E
4
u
v一
状

態

に

も

っ

て

い

く

乙

と

で

あ

る

と

、

一

基

本

的

な

一

一

〔

襲

費

関

係

〕

警

電

話

架

設

費

負

一

り

ま

す

一

翼

マ

保

険

衛

生

課

長

(

大

献

勇

一

書

(

市

民

課

事

務

専

門

員

書

籍

係

一

係

長

ず

宮

本

富

男

一

肱

南

地

区

宍

野

茂

雄

岩

田

重

由

二

E
V
a司
一
考
え
手
る
の
で
号
ま
す
。
一
備
、
上
下
水
道
の
室
、
都
宍
畠
の
一
警
の
宮
、
大
型
中
学
校
校
担
金
百
二
土
ハ
万
六
千
円
一
住
民
負
担
の
義
(
減
税
)
を
は

L
畜
人
)
河
野
語
英
訳
龍
苑
支
一
長
)
丹
羽
義
和
マ
襲
警
専
門
員
一
マ
消
事
長
(
消
防
本
部
次
長
〉
井
一
重
道
衛

一

一

一

一

一

一

一

こ

の

よ

う

な

観

点

に

立

っ

て

、

地

理

一

整

備

、

運

動

公

園

の

建

設

等

、

生

活

環

一

!

レ

一

一

一

-

一

一

一

二

三

一

一

一

:

こ

一

舎

、

久

米

小

学

校

水

泳

プ

ノ

の

建

設

一

〔

農

林

水

産

重

量

i
i
z
t
i
T
5、
E
B
R
Z
H
2二

H
F

上
五
郎
マ
消
防
本
部
次
長
(
消
察
長
一
整
地
区
亀
井
一
幸
大
久
保
利
道

一
↑
一
一
一
一
一
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
た
こ
の
大
洲
市
一
境
の
整
備
を
行
な
U
地
域
開
発
品
一
在
じ
め
と
し
た
教
育
襲
撃
一

1
1
1
1
1卜
1

1

1

1

1

1

3

係

長

)

加

藤

章

一

大

森

襲

警

謙

太

郎

一

を

よ

り

高

度

に

開

発

、

活

用

し

経

勇

一

応

し

た

新

し

い

市

づ

く

り

を

行

な

い

ま

一

義

く

推

進

し

て

ま

い

る

所

存

で

あ

り

一

一

事

事

人

M

一
時

ωい
は

吋

れ

は

諸

島

町

一

ザ

祉

の

充

実

一

け

し

た

考

え

の

も

と

上

九

服

↓

公

民

館

が

落

成

掃

討

す

間

報

(

奇

襲

平

f鰐
伯
山
田
園
歳

ノ

一

-

一

し

、

朋

る

い

日

々

を

送

る

た

め

に

福

祉

一

一

一

【

退

職

】

マ

総

務

課

長

滝

野

茂

一

-

一

一

の

増

霊

園

り

、

健

全

な

精

神

と

豊

か

一

福

止

の

面

で

ま

、

真

こ

豊

か

な

市

民

一

新

年

度

予

算

の

概

要

で

す

が

、

予

算

規

一

マ

大

型

園

田

申

書

マ

喜

多

幼

甫

久

米

地

区

梅

林

説

夫

大

義

感

一

一

一

ム

日

一

在

、

一

般

会

計

が

十

四

億

五

千

七

十

一

束

、

昨

葉

会

昼

設

を

す

す

め

一

議

室

、

事

務

室

、

集

会

室

、

図

書

室

、

一

棄

毒

垣

内

最

一

な

教

養

を

身

に

つ

け

る

た

め

に

教

育

の

一

社

会

を

建

設

す

る

へ

く

特

男

養

護

老

一

一

一

稚

園

主

任

歌

原

ト

シ

エ

マ

菅

田

ト

一

-

一

万

円

、

特

別

会

計

八

億

三

壬

ニ

百

七

十

一

て

い

た

、

上

漬

戒

、

菅

田

両

公

民

館

の

一

調

理

実

験

室

な

ど

、

公

民

館

と

し

て

の

↑

菅

田

地

区

片

山

忠

孝

大

野

豊

一

一

一

学

校

用

務

員

西

岡

キ

ミ

エ

一

二

万

二

千

円

、

事

業

会

計

四

億

五

壬

三

新

一

増

改

築

工

事

は

、

こ

の

ほ

卓

歳

、

一

施

設

童

謡

、

学

習

や

実

習

に

必

要

な

一

大

川

地

区

大

野

幸

徳

山

口

勇

次

郎

一
百
六
十
八
万
三
一
千
円
、
あ
わ
せ
て
一
平
吉
と
地
元
関
係
者
重
要
を
あ
げ
ま
百
設
設
備
を
兎
実
し
ま
し
た
。

l
o
l
l
i
-
-ー

一

大

門

重

一

一

七

億

三

千

八

百

九

万

五

千

円

乙

れ

を

前

し

た

。

一

両

公

民

館

の

完

成

に

よ

っ

て

、

青

年

桝

形

に

信

号

機

一

柳

沢

豊

富

審

会

審

年
度
予
算
と
く
ら
べ
る
と
四
七
・
六
%
一
ま
ず
、
上
須
戒
m
公

民

館

は

鉄

筋

コ

シ

一

学

怒

、

婦

人

学

級

な

ど

の

学

習

活

動

は

一

宮

浦

勉

ふ

え

て

い

ま

す

。

一

ク

D
lト
二

隣

国

題

延

四

百

八

十

宝

刀

メ

一

も

と

よ

り

、

婦

人

会

、

青

母

団

そ

の

他

こ

の

ほ

ど

中

町

一

T
J
目
桝
形
に
、
信
一
費
合
地
区
池
田
章
口
池
向
後
策

一
般
会
計
に
つ
い
て
み
る
と
、
歳
出
一

1
ト

ル

の

新

築

で

、

総

事

業

章

ム

ハ

百

一

地

区

の

各

種

団

体

等

に

も

活

用

さ

れ

、

号

機

が

で

き

ま

し

た

。

一

袖

岡

光

徳

の

性

震

で

は

、

人

件

費

凶

重

ハ

主

ハ

一

万

里

田

公

民

館

は

、

新

築

分

木

造

百

一

社

会

教

育

並

ぴ

に

地

域

開

発

の

一

拠

点

と

重

量

の

激

増

に

と

も

な

う

事

故

を

一

一

量

産

襲

警

直
一
十
五
互
二
千
円
、
物
件
費
一
億
一
六
十
五
・
六
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
改
造
一
し
て
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
設
置
さ
れ
た
も
の
↑
八
多
害
地
区
祖
母
弁
一
雄
信
尾
道

千
旦
白
六
十
五
万
五
千
円
、
扶
助
費
一
一
空
軍
一
干
一

-
B二
平

方

メ

ー

ト

ル

一

て

い

ま

す

。

で

す

。

一

繁

億

三

千

九

百

四

十

五

万

九

千

円

、

霊

否

翼

賛

四

百

八

十

八

万

円

の

新

護

信

号

宣

誓

C
な
い
よ
う
、
重
ル
上
須
戒
地
区
山
本
虎
夫

事
業
費
三
億
耳
T
九
百
五
士
ハ
万
二
千
長
を
行
な
っ
て
、
講
座
室
、
和
室
、
会

l
ル

に

し

た

が

い

通

行

し

ま

し

ょ

う

。

農

業

委

員

会

日
P4ー守

生 産 に 励 み 、 豊 か な 家 庭 ぬ 地 域 ず

l 新時代にふさわしい技術扮吟けるo m 

たえず経営研究に励み、合理化につとめるふも

一一一一 一一一盟理主阜憲章)

2 0 昭和 46年 4月

c 
c 

第 182号(1) 

市

I ~期固定資産税手:会::~:，息ゆ:納説潔

Zij，1 

農
工
商
_____..‘ 

体
の
開
発

生

活

環

境

の

整

備

を

推

進

新
年
度
予
算
を
審
議
す
る
三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
十
日
か
ら
十
一
日
間
の
会
期
で
一
行
な
わ
れ
、
二
十
七

億
三
千
八
百
九
万
五
千
円
の
各
会
計
予
算
の
ほ
か
、
土
掛
川
開
判
明
某
合
条
例
、
開
税
条
例
の
一
部
改
芹
条
例
な
ど

学
審
議
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
更
新
年
摩
予
算
浄
上
程
す
る
に
ホ
た
り
、
村
上
-m畏

は
施
政
の
基
本
的
な
方
針
を
、
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

向
上
を
め
ざ
す
、
乙
の
四
つ
を
基
本
に

こ
れ
ま
で
市
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
ま

い
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
実

現
に
向
か
っ
て
今
後
更
に
ま
い
進
し
た

い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

農
工
商
一
体
の
経
済

開
発

の人 口(4月 1日)

人口 38、202人
男 18，074人女

世帯数 10パ25世帯

面積 240.93平方キロヌ

発行大 洲市役 i
編集企 画

833，712千円

331，561 
8，535 
10，323 
47，377 
5，366 
9，896 
720 

3，549 
416，385 

453，683 

87，117 
44.022 
322，544 

特別会計予算

国民健康保険

問 診療所

簡易水道

農業共済事業

温泉

プルドーずー

と蓄場

F 交通傷害保障

土地取得造成

事業会計予算

水道事業

国民宿舎事業

病院 事業

料
を
、
徴
収
し
ま
す
。

公

平

委

員

会

委

員

に

吉
田
、
谷
岡
、
池
田
氏

審議する 3 月定例市議会

市
教
育
委
員
会

出
か
せ
ぎ
者
協

議
会
が
発
足

農
委
に
相
談
窓
口

(上須戒)市で初めての鉄筋造りの公民館



て
、
又
杉
の
大
径
の
も
の
も
混
じ
っ
E

て

お

り

ま

す

。

一

線

路

に

物

を

置

こ
の
よ
う
な
巨
大
な
常
緑
樹
が
密
一

'p'よ
〉

閉
す
る
社
叢
は
そ
の
例
が
少
な
く
、
一
.
，

:
1

一4
月
お
目
安
達
内
斜
④
2
5
3
5

市
内
に
お
い
て
既
に
指
定
し
た
社
叢
一
国
鉄
で
は
、
列
車
を
安
全
に
運
転
す
一
藤
本
外
斜

H
2
3
1
0

の
中
に
は
乙
れ
に
劣
ら
な
い
も
の
も
一
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
設
備
伊
し
た
り
ア
月

m回
大
槻
内
税

H
2
2
2
3

あ
る
が
、
京
社
叢
も
ま
た
保
存
し
て
一
踏
ん
切
の
改
善
、
整
備
な
ど
を
し
て
事
故
一
新
田
産
婦
糾
w
2
6
2
8

現
状
を
経
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
伊
な
〈
ず
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
一
5
月
2
日
村
上
外
判
明

W
2
2
6
2

立
派
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
し
か
し
、
そ
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
一
城
声
眼
耕

H
3
0
0
8

調
査
の
際
に
は
腐
朽
せ
る
倒
木
一
ず
、
線
路
に
置
石
を
す
る
い
た
ず
ら
や
ア
月
3
日
岡
部
外
斜

w
4
3
7
5

が
あ
ち
こ
ち
に
散
乱
し
て
い
た
が
、
一
マ
ク
ク
木
、
丸
太
な
ど
を
置
い
て
計
画
一
岡
本
耳
鼻
斜
W
3
7
5
2

乙
の
状
態
は
む
し
ろ
好
ま
し
い
状
態
一
的
に
列
車
の
運
転
を
妨
げ
る
悪
質
な
妨
一
"
月
5
日
浦
岡
小
児
斜
W
2
0
2
4

で
あ
り
、
社
叢
丙
に
お
い
て
は
落
葉
一
審
]
が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。
一
鎌
田
産
婦
斜
2
4
7
5
3

や
枯
枝
は
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
、
自
一
と
れ
ら
は
、
一
歩
誤
ま
れ
は
列
車
の
一
ム
円
9
日
村
上
内
耕

w
2
3
4
6

然
の
ま
ま
に
保
存
し
た
い
も
の
で
あ
一
脱
線
、
転
覆
と
い
う
重
大
事
故
を
引
き
一
祖
母
井
外
斜
"
3
7
5
6

8
計

闘

の

目

標

は

、

圏

域

(

二

市

こ

の

よ

う

な

将

来

像

実

現

の

た

め

主

③

生

活

環

境

・

安

全

対

り

ま

す

。

言

乙

し

ま

す

。

一

w
号
日
弘
岡
内
務

"
3
3
6
3

士

一

一

町

一

村

)

の

も

つ

重

量

高

度

一

生

活

圏

道

路

網

の

整

備

、

観

光

開

発

、

一

策

|

〕

官

百

会

か

わ

い

い

子

一

去

を

、

恐

し

い

列

車

一

沢

喜

鼻

?
2
5
1
0

に
い
か
し
て
地
域
住
民
の
生
活
環
境
、
夏
の
保
護
、
社
会
福
祉
完
実
、
教
一

1

1

i

i

l

l

-

-

一
事
故
か
ら
停
る
た
め
、
ま
者
車
妻
"
月
幻
自
清
水
器

"
2
0
1
7

所

得

水

準

の

向

上

等

住

民

の

要

請

に

こ

一

育

文

化

の

向

上

、

産

業

の

振

興

、

保

健

一

交

通

公

園

整

備

、

広

域

消

防

署

整

し

か

し

、

せ

っ

か

く

の

大

型

赤

喜

一

み

に

な

っ

て

い

ま

す

が

、

十

望

が

玄

に

運

転

さ

せ

る

た

め

、

み

な

さ

ん

の

一

右

田

産

婦

斜

H
2
3
4
7

5う

と

す

る

も

の

で

、

震

の

将

一

医

療

の

充

実

行

窓

口

理

化

な

ど

、

一

備

、

し

尿

処

震

設

な

ど

の

整

備

官

、

ダ

イ

ヤ

ル

束

通

諮

問

を

し

な

い

一

最

後

の

一

枚

と

な

っ

た

と

き

を

1
一
色
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
員
自
室
内
?

2

5

3

5

毒

薬

安

定

し

て

お

り

ま

す

。

一

総

合

的

、

有

機

的

-

匙

粛

さ

れ

、

忠

一

④

産

業

の

振

興

で

、

わ

ざ

わ

ざ

一

O
O
番
(
奪
三
4
と
い
う
音
が
し
て
、
高
分
の
通
一
大
量
を
し
よ
う
と
線
路
童
察
一
藤
茶
?

2

3

1

0

一
、
室
長
に
連
な
る
山
脈
、
清
流
一
都
市
で
あ
る
信
浜
・
大
測
両
市
へ
は
一

I

l

l

i

-

-

を
呼
ん
で
お
か
け
に
な
る
例
が
非
常
に
一
事
数
が
た
ち
ま

Z、
通
話
が
自
わ
り
に
歩
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一
診
療
時
間
午
前
八
千
午
後
六
時

間

出

時

十

臨

時

間

明

日

一

開

時

比

所

得

税

を

中

心

に

減

税

言

下

ダ

イ

ヤ

ル

i
開

設

立

時

点

目

白

日

刊

誌

長

一

れ

、

開

発

と

自

然

保

護

の

調

和

の

と

一

き

く

前

進

す

る

こ

と

が

期

待

さ

れ

て

い

一

を

、

ぜ

ひ

C
利
用
く
だ
さ
い
。
一
加
の
十
望
を
入
れ
て
〈
だ
さ
い
。
一
風
圧
返
さ
ま
れ
て
死

Eき
一

延

長

よ

い

圏

域

と

な

る

。

一

ま

す

。

一

乙

と

し

も

、

税

務

改

正

さ

れ

ま

し

特

別

経

費

準

備

金

が

、

新

し

く

設

け

ら

一

@

開

通

語

、

普

通

の

赤

霊

と

一

V

お
話
が
す
ん
で
受
蓄
を
か
け
ま
一
と
も
あ
り
ま
す
。
一

二

、

伊

予

灘

臨

海

部

に

お

げ

る

一

大

工

事

業

の

差

も

の

授

の

と

お

り

で

一

た

。

私

た

ち

に

、

寝

袋

い

も

の

に

れ

ま

し

た

。

一

同

じ

に

十

円

霊

一

枚

入

れ

て

お

か

げ

一

す

と

、

警

の

十

円

玉

は

返

却

口

に

一

大

「

危

い

」

と

守

ど

も

た

ち

を

警

一

業

地

帯

形

成

を

は

じ

め

、

内

量

高

て

一

つ

い

て

説

明

し

ま

す

。

二

、

配

偶

者

控

除

や

扶

養

護

が

で

き

一

く

だ

さ

い

。

一

Eり
ま

す

。

一

け

る

Eで
は
だ
め
で
す
。
実
際
に
一

重

量

の

立

地

と

、

農

林

水

一

①

教

育

文

化

の

向

上

志

所

得

税

で

は

る

限

度

額

は

ー

一

@

松

山

、

長

、

内

霊

長

ノ

ィ

一

奇

霊

喜

一

一

走

つ

て

い

あ

列

車

を

み

せ

て

「

危

い

一

世

間

記

目

立

詰

九

話

出

野

単

語

皇

揚

詰

唱

望

で

民

説

署

品

開

盟

布

引

っ

一

寸

…

一

女

昨

日

一

日

日

一

三
j
詩

句

町

長

時

五

福

祉

の

充

実

一

日

白

書

雑

誌

訪

日

時

計

吉

田

一

吉

直

下

む

斗

晴

1

7
翌

日

時

計

一

一

同

計

一

ι一

制

誠

一

…

…

…

庄

内

一

訪

れ

十

時

間

忠

弘

司

誌

れ

作

品

一

日

時

円

が

そ

れ

ぞ

れ

Zら
詰

出

世

間

に

、

長

一

大

型

赤

電

話

の

市

外

通

話

一

時

間

間

十

日

日

記

四

月

十

五

日

か

ら

…

一

室

、

長

会

を

み

て

教

え

、

子

一

択

の

あ

る

圏

域

主

る

一

ど

の

喜

市

権

問

段

階

j
臣

官

山

弔

問

一

市

内

L
刊

日

れ

ド

え

一

治

相

即

時

一

一

一

目

ト

伊

同

一

一

ι晴

円

一

一

、

日

時

四

月

三

十

日

午

前

十

@

贈

与

税

で

は

一

赤

警

に

な

っ

て

お

り

、

ま

た

、

そ

の

ぶ

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

づ

っ

十

円

玉

が

金

庫

に

落

ち

る

し

ぐ

一

申

込

み

は

一

大

洲

神

社

一

時
i
午
後
四
時

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
J一
四

月

二

十

日

か

ら

一

一

所

旧

公

会

堂

一

一

階

五

日

位

に

雑

草

が

か

く

れ

る

程

度

に

一

一

一

四

土

ハ

年

度

の

住

宅

金

融

会

庫

の

個

一

春

の

大

祭

一

湛
氷
し
、
原
被
ま
た
は
適
当
な
水
に
一
一
一
人
住
宅
と
農
山
漁
村
住
宅
建
設
資
金
の
一
御
神
幸
は
一

溶
い
て
ジ
ョ
ロ
で
散
布
し
、
そ
の
後
一
一
一
借
入
れ
申
、
去
が
、
同
月
二
十
日
か
ら
一
五
月
三
日
に
変
更
一

五

日

間

信

潜

水

し

て

お

く

と

良

い

。

一

ニ

始

ま

っ

て

い

ま

す

。

一

一

三
お
も
な
貸
し
付
け
条
件
、
貸
し
付
け
一
六
洲
神
話
、
大
E
五
年
以
来
例
大
一

⑤

病

虫

害

防

除

一

一

一

一

祭

F

春
祭
り
)
を
五
月
一
日
と
定
め
、
一

三

金

の

限

度

、

貸

し

付

け

利

率

、

返

済

期

一

一

萎
縮
一
黒
川
多
く
差
-
一
す
る
の
で
一
一
一
問
、
返
済
方
法
、
提
出
書
類
宅
詳
し
一
御
神
幸
(
お
み
ゆ
き
)
を
執
行
し
て
、
一

ワ
ン
ヵ
、
ヨ
コ
バ
イ
類
の
駆
除
を
す
一
一
一
い
乙
と
は
、
も
よ
り
の
金
融
機
関
へ
お
一
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
一

る
た
め
、
パ
ッ
サ
ナ
ァ
ク
粉
剤
を
七
一
一
一
一
時
代
の
変
遷
に
伴
い
、
供
奉
の
窟
入
れ
一

一

一

一

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

一

一

日

お

き

巳

ニ

回

、

業

イ

モ

チ

病

に

は

一

一

一

一

一

が

閃

難

と

な

り

ま

し

た

。

一

三

な

お

、

大

洲

市

の

取

扱

い

金

胃

融

機

関

一

一

キ
タ
ジ
ン
P
紛
剤
を

}
i二
回

散

布

一

一

一

一

乙

の

た

め

、

各

関

係

者

と

い

ろ

い

ろ

一

三

は

次

の

と

お

り

で

す

。

一

一

す
る
。
白
葉
枯
病
が
常
発
す
る
平
地
一
一
一
一
協
議
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
大
洲
の
三
大
一

=

一

@

伊

予

銀

行

一

一

部
に
は
、
デ
一
フ
ジ
水
和
剤
の
五
O
O
一

一

一

一

祭

り

の

う

ち

「

大

洲

神

社

例

大

祭

」

は

一

三

@

資

邦

相

互

銀

行

一

一

襲
警
回
散
布
す
る
。
三
@
愛
媛
相
基
行
一
ぜ
ひ
、
存
続
さ
せ
た
い
と
の
結
論
に
達
一

一
一
一
@
八
幡
浜
信
用
金
庫
一
し

s

本
一
ヰ
ー
か
ら
五
月
=
百
(
祝
日
)
に
一

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
一
一
一
@
震
媛
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
一
変
更
い
た
し
ま
す
。

一

一

合

会

}

¥

一

大

洲

神

社

社

務

所

(2) 

八
幡
浜
・
大
洲
地
区

日

広
域
市
町
村
圏
計
画

昭和 46年 4月 20 

正
式
に
決
ま
る

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
総
会
は
、
三
月
二
十
六
日
、
大
洲
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
委
員
で
あ
る
関
係
市
町
村
長
会
員
が
出
席
、
来
賓
と
し
て
県
総
務
部
次
長
、
地
方
課
係
長
、
関
係
市
町
村

議
会
議
長
、
商
工
会
議
所
会
頭
等
多
数
伊
迎
え
、
広
域
市
町
村
圏
計
画
伊
審
議
、
総
事
業
費
九
百
七
十
九
億
円

に
お
よ
ぶ
事
業
計
画
伊
満
場
一
致
で
決
定
、
同
十
六
年
か
ら
十
か
年
で
各
種
事
業
を
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

導鴨居ζ子行抄H7三

幽
園
爾
器
製
肉

全
国
一
斉
に
、
〈
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
一
い
が
.
十
分
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
方

「
春
の
交
通
安
全
運
動
」
の
実
施
行
事
一
今
後
の
生
活
保
障
な
ど
に
つ
い
て
心
配

と
し
て
、
巡
回
交
通
事
故
相
談
所
が
開
一
な
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
乙
と
が
あ
り
ま

設
さ
れ
ま
す
。
一
し
た
ら
、
専
門
の
相
談
員
が
、
無
斜
で

不
幸
に
し
て
、
交
通
事
故
の
犠
牲
者
一
指
導
助
言
に
あ
た
り
ま
ず
か
ら
、
き
が

と
な
ら
れ
た
方
、
ま
た
、
そ
の
家
族
の
一
る
に
C
柑
談
く
だ
さ
い
。

方
で
‘
加
害
(
被
害
)
者
と
の
話
し
合
一
な
お
、
日
時
、
場
所
は
次
の
通
り
で

二

、

湯

=

=

一

、

日

目

水

，

『

一

一

一

二

ふ

小

-

=

ロ

E

E

=

震
媛
県
弁
護
土
会
、
一
一

隻
媛
県
調
停
協
会
、
愛
一

媛
県
芦
通
事
故
相
談
会
一

日
本
損
害
保
険
協
会
愛
一

媛
県
地
区
会

第 18 2号

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
大

規
模
農
杯
道
の
整
備
、
工
場
用
地
の

造
成
等

@
観
光
開
発

観
光
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
肱
川
流

域
観
光
の
稼
編
、
三
崎
半
島
サ
イ
ク

刀
ン
グ
ロ
l
ド
の
整
備

⑥
行
政
の
合
理
化

電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等

⑦
交
通
網
の
整
備

と
く
に
圏
域
は
、
国
道
五
十
六
号

線
が
除
脅
改
良
、
舗
装
が
立
ち
遅
れ

と
く
に
生
活
道
路
と
し
て
の
市
町
村

道
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
未
轄
備
で

あ
り
、
乙
の
整
備
に
対
し
て
は
、
総

事
業
費
の
五
九
%
一
を
投
じ
て
、
ほ
こ

り
の
た
た
な
い
交
通
泳
ツ
ト
ヲ
I
ク

を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す。

大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

藤

縄

三

島

神

社

社

叢

所

在

藤

縄

字

中

峯

甲

二

二

九

所

有

藤

縄

三

島

神

社

ハ
昭
和
四
十
五
年
九
月
二
十
四
日
指
定
)

¥1雪量35dて話言語薬会
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)言望。会食車産良健)霊

ンは 人三る三造苦襲警口

iiiiiiiiEi;空
襲宍;量占♀空 襲}
種 O ル選キツ殺 す

す
る
。②

苗
代
肥
料

坪
当
た
り
、
ケ
イ
カ
ル
を
五
0
0

グ
ラ
ム
硫
加
燐
安
一
一
一
五
与
を
約
三

0
0グ
ラ
ム
施
す
。
下
肥
等
の
有
機

肥
糾
は
、
浮
荷
や
、
従
長
萌
に
な
り

や
す
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
さ
げ
る

③
芽
干
し

播
種
優
、
五
日
位
経
過
し
て
、

0

・
五
セ
ン
チ
1
一・

0
セ
ン
チ
に
発

芽
し
た
ら
、
曇
天
か
夜
間
守
利
用
し

て
一
落
水
し
、
充
分
に
根
が
活
眼
し
て

か
ら
浅
水
海
水
と
す
る
。

④
新
し
い
除
草
法

水
苗
代
の
特
効
薬
で
あ
る
ア
タ
ッ

ク
ワ
イ
l
ド
乳
剤
を
播
種
後
十

i
十

農

メ

モ

柳
沢
公
民
館
か
ら
西
へ
向
っ
て
市

道
藤
縄
線
学
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上

る
と
藤
縄
三
島
神
社
の
森
に
突
き
あ

た
る
。道

路
ぞ
い
に
凡
そ
一

0
ア
ー
ル
の

殆
ど
市
坦
地
に
神
社
が
あ
っ
て
そ
の

周
囲
は
森
林
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

樹
穫
は
、
ホ
ジ
パ
タ
ブ
、
ア
ラ
カ

シ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ク
一
フ
ジ
ロ
ガ
シ
、

y
y一
フ
シ
イ
、
イ
ヌ
ノ
キ
、
シ
ロ
ダ

モ
、
カ
ゴ
ノ
キ
、
の
如
き
常
緑
喬
木

を
主
と
し
目
通
り
周
一
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
が
含
ん
で
欝
蒼
と
し
て
い

... 
巨
大
な
常
緑
樹
が

密
閉
す
る
社
叢

l
新
刊
図
書
案
内

l

農
村
青
年
に
訴
え
る
(
農
山
漁
村
繍

わ
が
家
の
農
産
加
工
(
朝
長
抽
出
也
〉

農
業
と
土
壌
微
生
物
(
渡
辺
巌
」

農
民
教
育
の
焦
点
(
松
丸
志
摩
三
)

婦
人
グ
ル
ー
プ
活
動
(
千
野
陽
一
一
編
)

親
の
立
場
子
の
立
場
(
山
田
桂
子
)

農
村
に
生
き
る
主
婦
だ
ち
(

h

v

)

人
間
関
係
を
生
か
せ
(
宮
下
正
美
)

現
代
農
業
技
術
畑
イ
ネ
(
中
山
兼
徳
)

カ
ナ
刀
ヤ
の
飼
い
方
(
阿
部
瑞
軒
)

ア
ユ
池
中
養
殖
の
技
術
(
大
上
)

コ
イ
1
農
家
の
た
め
の
新
養
殖
法
l

郷
土
斜
理
と
昧
の
唐(

日
本
夜
通
公
社
)

古
都
殺
人
事
件
(
斉
藤
栄
)

柳
生
三
天
狗
(
山
間
荘
八
)

人
間
水
域
(
松
本
清
張
)

レ
ッ
Y
ゴ
l
三
四
郎
(
城
戸
礼
)

剣
色
三
国
志
(
陣
出
達
朗
)

麻
雀
競
捗
全
書
(
栗
原
安
行
)

上
手
は
こ
わ
〈
な
い
(
酒
井
通
温
)

新
選
詰
将
棋
二
O
O題
(
清
水
孝
憂
)

将
棋
実
力
テ
ス
ト
(
花
対
元
司
)

国
の
シ
ン
ボ
ル
(
藤
沢
優
)

植
物
と
人
間
(
宮
脇
昭
)

家
庭
電
器
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
(
目
立
)

消
え
た
八
即
時
潟
(
石
川
次
男
)

日
通
事
件
(
嶋
崎
栄
治
)

歴
代
警
察
署
長
名
簿

(
県
警
察
本
部
)

団
本
と
世
界
の
暦
史
問
世
紀

太
宰
治
名
作
の
旅
(
大
竹
新
助
)


